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鏡石中学校男子駅伝
県大会初優勝
鏡石中学校男子駅伝
県大会初優勝
全国大会に乗り込む9人の選手たち

～Road to YAMAGUCHI～

　
第
49
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
駅
伝
大
会
が
10
月
５
日（
木
）、

南
相
馬
市
原
町
区
の
馬
事
公
苑

を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
６
区
間
18
　
、
県
内
の
各
地

区
を
勝
ち
抜
い
た
24
チ
ー
ム
で

争
わ
れ
た
大
会
で
し
た
。
序
盤

こ
そ
リ
ー
ド
を
許
し
ま
し
た
が
、

最
終
６
区
を
走
る
角
田
一
剛
さ

ん
（
仁
井
田
）
の
区
間
賞
の
走

り
に
よ
り
、
12
月
15
日
に
山
口

県
に
て
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
９
人
の
選
手
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

劇
的
な
逆
転
勝
利
!!

目
標
は
上
位
入
賞

　
男
子
は
初
出
場
と
な
る
が
、

女
子
の
全
国
大
会
の
経
験

も
あ
る
。今
ま
で
ど
お
り
の

び
の
び
と
頑
張
り
た
い
。全

国
大
会
で
は
８
位
入
賞
を

目
標
と
し
た
い
。

　
一
つ
で
も
順
位
を
上
げ
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
の
練
習
を
集
中
し
て

頑
張
り
た
い
。

（3年）
斎藤　一樹さん

　
上
位
の
選
手
と
勝
負
で
き
る
よ

う
に
一
日
一
日
の
練
習
を
頑
張
り

た
い
。

（3年）
佐藤　優彰さん

　
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
出
し

切
り
、
全
国
大
会
で
は
悔
い
の
な

い
走
り
を
し
た
い
。

　
絶
対
に
区
間
賞
を
取
り
、
チ
ー

ム
と
し
て
は
優
勝
し
た
い
。

（2年）
鈴木　勇真さん

　
チ
ー
ム
の
力
と
な
れ
る
よ
う
全

国
で
は
上
位
に
食
い
込
め
る
よ
う

に
集
中
し
て
練
習
に
取
組
み
た
い
。

（3年）
西村　大輝さん

　
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
精
一
杯
頑

張
り
た
い
。

（2年）
西勝　拓也さん

　
選
手
に
選
ば
れ
る
よ
う
残
り
の

練
習
を
頑
張
り
、
最
高
の
走
り
を

し
た
い
。

（2年）
室田　定政さん

　
県
大
会
以
上
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
自
分
の
最
高
の
走
り
を
し
て

入
賞
し
た
い
。

（3年）
角田　一剛さん

　
上
位
入
賞
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
ベ
ス
ト
の
走
り
を
し
た
い
。

（3年）
鈴木　悠太さん

近
藤
仁
一
監
督
の
コ
メ
ン
ト

キャプテン

（3年）
堀金　悠太さん

県大会優勝を喜ぶ選手たち



　
平
成
17
年
度
の
各
会
計
全
体
の
決

算
額
は
歳
出
総
額
が
76
億
１
，
１
９

８
万
円
（
上
水
道
事
業
会
計
を
除
く
）

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
３
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
で
は
、
歳

入
総
額
が
41
億
８
，
６
２
９
万
円
、

歳
出
総
額
が
40
億
７
，
９
１
１
万
円

で
、
実
質
収
支
は
、
６
，
９
７
５
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
歳
入
に
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
地
方
税
や
使
用
料
な
ど
直
接

町
に
入
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付
税

や
国
県
支
出
金
な
ど
国
な
ど
か
ら
交

付
さ
れ
る
依
存
財
源
の
二
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
、
自
主
財
源
の
比
率
が

高
く
な
れ
ば
町
が
独
自
で
行
う
事
業

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
平
成
17
年
度
に
お
け
る
自
主
財
源

と
依
存
財
源
の
比
率
は
４
７
対
５
３

で
し
た
。
こ
の
自
主
財
源
比
率
を
高

め
、
個
性
的
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

も
町
税
な
ど
の
納
期
内
納
付
は
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
歳
入
の
状
況
は
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
５
億
１，

６
０
６
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
入
の
内
訳
と
し
て
最
も
割
合
が

高
い
の
は
、
地
方
税
の
33
・
４
％
、

続
い
て
地
方
交
付
税
の
28
・
１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

�

�

　
９
つ
の
特
別
会
計
と
上
水
事
業
会

計
の
決
算
状
況
は
、
下
記
の
表
の
と

お
り
で
す
。�

　
特
別
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
35
億

３，

２
８
７
万
円
で
昨
年
度
と
比
べ

て
２，

４
１
３
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。�

　
特
に
工
業
団
地
特
別
会
計
は
南
部

工
業
団
地
の
償
還
金
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
１
億
８，
９
０
０
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。�

�

　
一
般
会
計
の
歳
出
状
況
は
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
５
億
３，

６
８
４

万
円
（
11
・
６
％
）
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。�

　
目
的
別
歳
出
の
内
訳
と
し
て
最
も

割
合
が
高
い
の
は
、
民
生
費
（
18
・

４
％
）、
続
い
て
公
債
費
（
18
・
１
％
）、

総
務
費
（
15
・
９
％
）
と
な
っ
て
い

り
ま
す
。
民
生
費
は
少
子
化
対
策
の

一
環
で
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
、
子

育
て
支
援
な
ど
に
充
て
ら
れ
た
予
算

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
性
質
別
歳
出
の
内
訳
は
人
件
費
（

21
・
２
％
）、
公
債
費
（
18
・
１
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
９
月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
は
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
の
ほ
か
、
９
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
・

歳
出
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
計
決
算
は
、
町
に
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
の
か
が
分
る
も
の
で
す
。
平
成
17
年
度
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
鏡
石
町
第
４
次
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
「
共
に
生
き
　
共
に
つ
く
る
　
牧
場
の
朝
の
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
平
成
17
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

特別会計�

上水道事業会計�

（単位：万円）�

（単位：万円）�

総務費�

49,788円�

消防費�

15,000円�

民生費�

57,760円�

衛生費�

19,542円�

農林水産業費�

24,023円�

公債費�

56,671円�

土木費�

34,885円�

教育費�

41,639円�

その他�
（商工費・議会費など）�

14,518円�

（平成18年3月末の住基人口　12,998人）�

町民一人当たりに使われたお金　313,826円�

財政関連用語�

◆一般会計�
町の中心となる会計で、行
政を運営するための基本的
な経費を計上した会計のこ
とです。�
�
◆地方交付税�
市町村の財政力に応じて国
から交付されるお金のこと
です。�
�
◆地方債�
事業を行うため市町村が借
りるお金のことです。�
�
◆地方税�
町民のみなさんや町内に事
業所を持つ法人などに納め
ていただく税金のことです。�
�
◆繰入金�
お金を積み立てていた基金
など、一般会計以外から繰
り入れるお金のことです。�
�
◆国・県の支出金�
町が行う特定の事業に対し
て国や県から交付されるお
金のことです。�

2�3�

一
般
会
計
�

﹇
歳
入
﹈
�

特
別
会
計
�

﹇
歳
出
﹈
�

　
通
学
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
私
た

ち
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
、
長

年
利
用
さ
れ
て
い
る
路
線
バ
ス
。
今
、

そ
の
路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
町
の
財
政
負
担
額

も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
を
見
る
と
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及

に
加
え
、
児
童
数
の
減
少
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。�

����

　
現
在
、
町
を
走
る
路
線
バ
ス
は
、

下
表
の
と
お
り
福
島
交
通
（
株
）
に

よ
り
７
路
線
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
町
で
は
、
こ
の
路
線
を
維
持
す
る

た
め
に
、
運
賃
補
填
を
は
じ
め
補
助

金
等
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
の
減
少
や
平
成
十
三
年
度
か
ら

の
赤
字
路
線
に
対
す
る
国
の
補
助
制

度
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
町
の
負
担

額
も
平
成
十
七
年
度
で
、
２
１，

６

１
９
千
円
に
の
ぼ
り
、
前
年
度
に
比

べ
６
７
２
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
４
月
か
ら
は
、
「
須
賀
川
・

白
河
線
」
が
廃
止
さ
れ
、
成
田
線
に

よ
り
、
路
線
を
維
持
す
る
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
。�

�

���

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
関
係
市
町

村
や
バ
ス
事
業
者
と
効
率
的
な
路
線

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
利
用
の

少
な
い
時
間
帯
の
削
減
や
路
線
の
一

部
変
更
な
ど
に
よ
り
、
経
費
の
削
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、
町
の
行
財
政
改
革
の
重

点
事
項
と
し
て
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
考
慮
し
た
効
率
的
な
バ
ス

路
線
の
在
り
方
を
検
討
し
、
身
近
な

移
動
手
段
と
し
て
の
バ
ス
路
線
の
維

持
に
努
め
ま
す
。�

�

路
線
や
運
行
時
間
の�

　
　
　
　
変
更
で
維
持�

今
年
４
月
に�

須
賀
川
・
白
河
線
廃
止�

平成17年度は�
7路線に21,619千円支出�

町内のバス路線と補助金額�

路　線　名� 補助額（千円）�

会計区分�

会計区分�

合　　計�

歳入（A）� 歳入（B）�

歳入（A）� 歳入（B）�

二岐線�
須賀川・白河線�
成田線�
竜生線�
牧ノ内経由長沼高校線�
丸山線�
古戸経由南沢線�
岩瀬農業高校線�
　　　合　　計�

4,262�
2,842�
5,530�
4,405�
1,826�
1,255�
1,499�

0�
21,619

116,240�

109,949�

52,342�

5,645�

22,081�

2,326�

47,158�

6,299�

1,195�

363,235

23,614�

2,025

22,156�

11,752

国保特別会計�

老人特別会計�

介護特別会計�

土地取得特別会計�

工業団地特別会計�

駅東特別会計�

公共下水道特別会計�

農業集落排水特別会計�

育英資金特別会計�

収益的収支�

資本的収支�

108,571�

109,949�

50,872�

5,642�

21,662�

2,212�

46,995�

6,283�

1,101�

353,287

子育て支援として新設された二小児童クラブ�



　
今
年
で
18
回
目
と
な
る
福
島
県
縦

断
駅
伝
競
争
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

が
11
月
19
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

午
前
７
時
50
分
に
白
河
市
運
動
公
園

を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島
県
庁
ま
で
の

96
・
２
　
、
16
区
間
を
県
内
53
市
町

村
が
競
い
合
う
大
会
。
今
年
は
ど
ん

な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
か
。�

　
鏡
石
町
内
の
通
過
コ
ー
ス
は
鳥
見

山
陸
上
競
技
場
を
中
継
点
に
第
４
区

間
と
第
５
区
間
と
な
り
ま
す
。
先
頭

の
チ
ー
ム
は
、
鳥
見
山
陸
上
競
技
場

を
午
前
９
時
頃
通
過
す
る
予
定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
こ
で
は

鏡
石
町
の
選
手
団
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

�

2区（清陵情報高2年）�

山田喬兵さん�

3区（鏡石中3年）�

佐藤優彰さん�

4区（白鴎大1年）�

岩谷亮太さん�

5区（清陵情報高3年）�

古川　翔さん�

6区（自衛隊郡山）�

諸橋健司さん�

12区（自衛隊郡山）�

今泉　宏さん�

13区（郡山高等技術専門校）�

稲田俊一さん�

14区（鏡石中3年）�

堀金悠太さん�

15区（鏡石中3年）�

廣瀬由紀子さん�

選手団（東レフィルム加工（株））�

三宅　徹さん�

選手団（鏡石中2年）�

室田定政さん�

選手団（鏡石中2年）�

西勝拓也さん�

選手団（鏡石中3年）�

櫻田果菜美さん�

7区（鏡石中3年）�

斎藤一樹さん�

8区（鏡石中3年）�

角田一剛さん�

団長（教育長）�

佐藤節雄�

監督（（有）岡設備工業）�

佐藤靖弘さん�

コーチ（鏡石中学校）�

近藤仁一さん�

選手団（清陵情報高1年）�

遠藤浩紀さん�

選手団（鏡石中3年）�

鈴木悠太さん�

選手団（鏡石中3年）�

西村大輝さん�

選手団（鏡石中3年）�

関根加奈さん�

選手団（鏡石中2年）�

面川瑠奈さん�

選手団（鏡石中2年）�

圓谷奈津美さん�

コーチ（鏡石町役場）�

森尾知之さん�
主将16区（鏡石町教育委員会）�

星　伸宏さん�

１区（郡山東高2年）�

　沼志帆さん�

9区（鏡石中2年）�

遠藤菜央さん�

10区（自衛隊郡山）�

井上寿弥さん�

11区（清陵情報高2年）�

邉見　茜さん�

選手団（鏡石中2年）�

鈴木勇真さん�

選手団（田村高3年）�

小松仁美さん�

選手団（鏡石中2年）�

大河原千晶さん�

選手団（鏡石中1年）�

宮地香澄さん�

選手団（鏡石中1年）�

滝田衣里さん�

選手団（鏡石中1年）�

吉田早希さん�

45

第18回ふくしま駅伝�

目
標
は
町
の
部�

３
位
以
内�

　佐藤久一前教育委員が退任したことにより、

10月20日（金）に開催された町議会臨時会によ

り吉田栄新さん（成田）が選任されました。�

　吉田さんの任期は平成18年10月23日から前教

育委員の残任期間の平成20年９月30日までとな

ります。�

新教育委員に吉田栄新さんを選任�

　岩瀬農業高等学校（大和田秀晴校長）の生徒の
皆さんが、姉妹校のオランダ・ホウテン高校へ研
修を行いました。�
　この研修は、２年に一度行われており、今回は
10月６日から15日までの10日間の日程で実施され
ました。�
　研修に先立ち、10月4日（水）午後１時30分に生
徒の皆さんが、大和田校長と共に木賊町長を表敬
訪問しました。その席上、木賊町長から「町も海
外派遣事業などを通してオランダと交流している。
姉妹校の交流が長いものとなることを願っていま
す。」とあいさつがあり、代表の小椋さんへ激励
金の交付がありました。�
　生徒らは帰国後の10月18日（水）午後４時に木
賊町長を訪問し、代表の生徒がオランダでのホー
ムステイなどの報告をしました。�
�

岩瀬農業高等学校オランダへ研修�



力を合わせて“わっしょい”“わっしょい”�

“祭りだ”“祭りだ”�

祭りの行列�

的の真ん中目がけて“よいしょ”�

「剣の舞」の奉納�

ゴール目指して「ヨーイドン!」�

選手宣誓は第一小学校  大竹さん�

より遠くまでジャンプ�

　鏡石秋祭り実行委員会（石井清司会長）

は９月３０日（土）午後１時から駅前周

辺において開催しました。�

　当日は、山車とみこし２４基、総勢１，

５００人が参加し、「わっしょい」「わ

っしょい」と元気よくかけ声をかけなが

ら約２キロの距離を練り歩きました。沿

道には沢山の見物客が

色鮮やかなハッ

ピを着た子供

たちに声援

を送って

いました。�

6

広報かがみいし　平成18年11月号�

7

第11回鏡石秋祭りみこしパレード�成田諏訪神社禮大祭�

　１０月１日（土）成田地区において成田諏訪

神社禮大祭が開催されました。今年は４年に一

度神輿が出さる年にあたり、今年１９歳を迎え

る成田地区の若者は、神輿を担ぎ地区内の各旗

場を巡行しました。各旗場では神官の修祓と神

楽（幣舞・太刀舞）が舞われました。�

笠石太々神楽30周年記念式典�

　笠石太々神楽保存会（清野喜明会長）は１０

月１日（土）午前１１時から熊野神社において

笠石太々神楽３０周年記念式典を開催しました。

笠石太々神楽は町文化財指定となっており、復

活後３０年が経過した記念行事として行われま

した。式典では長年の功績をたたえ１０人の関

係者に感謝状が贈呈されました。�

　式典には木賊町長を初め町関係者、笠石区各

総代らが出席し、式典後には会員による「幣の

舞」、「剣の舞」などの舞が奉納されました。�
第23回鏡石町小学校陸上交観会�
　町教育委員会は１０月１７日（火）午

後１時４５分から鳥見山陸上競技場にお

いて第２３回鏡石町小学校陸上交歓会を

開催しました。�

　第一小学校、第二小学

校６年生児童１５８

名は日頃の練習

の成果を十分に

発揮し１２種

目の競技に真剣

に取組んでいま

した。�

いきいき学級「カローリング教室」�

　いきいき学級は１０月２３日（月）午後１時

３０分から町構造改善センターにおいてカロー

リング教室を開催しました。カローリングとは

氷上で行うカーリングをフロアーで手軽にでき

るように考えられた気軽に楽しむことができる

スポーツです。�

　当日は、町体育指導員３名が講師となり、参

加した約９０名の生徒はルールなどを学んでい

ました。生徒はチームに分かれて、お互いに試

合を楽しんでいました。�



　
近
く
に
親
類
や
友
人
が
い
な

い
と
き
に
は
悩
ま
な
い
で
次
の

機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。�

�

◎
子
ど
も
と
家
庭
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談�

　
（
県
中
央
児
童
相
談
所
）�

　
　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
１
５
２�

◎
い
じ
め
１
１
０
番
コ
ー
ナ
ー�

　
（
福
島
県
警
本
部
）�
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０�

◎
町
健
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福
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◎
つ
ど
い
の
広
場
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月
・
水
・
金
）�
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町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
聴
い
て
、
町
の
将

来
の
在
り
方
を
探
る
と
と
も

に
第
４
次
総
合
計
画
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
共
に
生

き
、
共
に
つ
く
る
、
牧
場
の

朝
の
ま
ち
、
鏡
石
」
の
実
現

に
向
け
て
、
全
町
民
が
一
丸

に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
に
町
政
懇
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、
次
の
３
行
政

区
で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

該
当
地
区
の
み
な
さ
ん
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

�

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

た
め
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
虐
待
。

し
か
し
、
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
事

件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
社
会
的

に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
児

童
虐
待
防
止
に
取
り
組
む
契
機
と

し
て
、
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

月
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
虐
待
は
、
親
な
ど
の
保
護
者
に

よ
っ
て
子
ど
も
に
加
え
ら
れ
る
行

為
で
、
子
ど
も
の
心
身
に
大
変
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
発
育
・

発
達
の
遅
れ
な
ど
の
身
体
症
状
や

情
緒
不
安
定
、
感
情
抑
制
、
強
い

攻
撃
性
な
ど
の
精
神
症
状
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上

手
に
と
れ
ず
、
様
々
な
問
題
行
動

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
極

度
の
自
己
嫌
悪
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

薬
物
依
存
に
結
び
つ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。
虐
待
を
受
け
る
期
間
が

長
く
な
る
ほ
ど
、
子
ど
も
の
心
身

へ
の
影
響
は
深
刻
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。�

�

　
児
童
虐
待
は
、
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
何
か
の
拍
子

に
発
生
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
例
え
ば�

　
夫
婦
や
家
族
の
人
間
関
係
が
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い�

　
親
が
子
ど
も
の
時
に
暴
力
を
受

け
て
い
た
体
験
が
あ
る�

　
核
家
族
な
ど
で
子
育
て
の
相
談

相
手
や
話
し
相
手
が
な
く
、
地
域

か
ら
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る�

　
子
ど
も
が
、
手
が
か
か
る
子
ど

も
で
あ
っ
た
り
、
育
て
に
く
い
子

で
あ
る�

　
な
ど
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な

要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
と
し

て
あ
げ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
必

ず
虐
待
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
が
子
ど
も
に
向

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
“し
つ
け
”
と
“
虐
待
”

は
全
く
違
い
ま
す
。
し
つ
け
を
行

う
た
め
に
暴
力
や
暴
言
な
ど
を
使

う
こ
と
に
な
る
と
虐
待
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。�

　
核
家
族
化
が
年
々
進
行
し
、
少

子
化
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
現
代

で
、
子
育
て
を
行
う
こ
と
は
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
が
発
生
し
て
き
ま
す
。

何
で
も
完
璧
に
や
ろ
う
と
し
な
い

で
、
困
っ
た
と
き
は
家
族
や
友
人

に
相
談
し
て
助
け
を
求
め
る
こ
と

も
大
切
な
子
育
て
の
一
つ
で
す
。�

��������������

◇
問
い
合
わ
せ
先
　�

　
町
総
務
課�
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　投票日当日、都合により指定の投票所で投票でき
ない方は期日前投票ができます。詳しくは、町選挙
管理委員会にお問い合わせください。�

吉 田 多利夫 さん�

NO.241

　今月号では岡ノ内にお住まいの吉
田多利夫さんにお話を伺ってきました。�
　昭和５３年にお隣の須賀川市から
マイホーム購入のため引っ越してき
たと話す吉田さん。学校が近いなど
子供を育てる環境が適していること
が鏡石町に引っ越す理由となったそ
うです。�
　吉田さんは子供の頃から野球など
をしていたスポーツマンで、現在は
近所の方達と「志輪好会」というゴ
ルフサークルを通じて交流を深めて
いるようです。「退職後は雑誌などで
取り上げた場所を夫婦揃って旅行す
るのが夢です。」と話してくださいま
した。�
　まちづくりについては、「子供が
遊ぶ遊具がある家族みんなで楽しめ
るような公園が欲しいですね。」と話
してくださいました。�
　☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆  ☆�
　次回は、岡ノ内にお住まいの宗方
幸子さんをご紹介します。�

ふれあいの森お知らせ�
　12月29日(金)～2月28日(水)まで冬場の2ヶ

月間、ふれあいの森公園を休園といたします。

利用者のみなさまにはご迷惑をお掛けいたしま

すが、ご理解のうえご協力をお願いいたします。

詳しくは町産業課までお問い合わせください。

　0248-62－2118

岡ノ内� ◎期日前投票�
　投票日当日、都合により投�
票できない方は期日前投票が�
できます。詳しくは、町選挙�
管理委員会にお問い合わせく�
ださい。�

期間　10月27日（金）から�
　　　11月11日（土）�
　　　午前8時30分から�
　　　午後8時まで�
場所　町役場　第二会議室�
問い合わせ先　町選挙管理委員会�
　　　　　　　（役場総務課内）�
　　　　　　　　６２－２１１１�

し　わ　す 　かい�

こ
ん
な
影
響
が
�

な
ぜ
起
こ
る
の
か
�

悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
�

町
政
懇
談
会
開
催
�

子どもたちのSOSに
　気づいてください
子どもたちのSOSに
　気づいてください

「あなたの「もしや？」が子どもを救う。」�
11月は「児童虐待防止月間」�

「あなたの「もしや？」が子どもを救う。」�
11月は「児童虐待防止月間」�は福島県知事選挙�

　　の投票日です。�

開催場所及び日程表�

行政区� 日　程�場　　所�

鏡石２区�

成 田 区�

高久田区�

鏡石２区集会所�

成田構造改善センター�

高久田多目的集会所�

11月13日（月）�

11月14日（火）�

11月15日（水）�

※各会場とも開催時間は午後７時からです。�



　
防
衛
庁
で
は
自
衛
官
２
士
（
陸
・

海
・
空
）
及
び
自
衛
隊
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
自
衛
官
に

な
り
ま
せ
ん
か
。
受
付
期
間
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

□
自
衛
官
２
士�

◎
受
付
期
間
：
10
月
16
日
（
月
）
か

　
ら
11
月
17
日
（
金
）�

◎
受
験
資
格
：
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　
の
男
子�

◎
試
験
日
：
11
月
19
日
（
日
）�

□
自
衛
隊
生
徒�

◎
受
付
期
間
：
11
月
１
日
（
水
）
か

　
ら
平
成
19
年
１
月
９
日
（
火
）�

◎
受
験
資
格
：
平
成
19
年
４
月
１
日

　
現
在
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

　
子�

◎
試
験
日
：
平
成
19
年
１
月
13
日�

　
（
土
）�

◎
問
い
合
せ
先�

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
郡
山

　
地
域
事
務
所�

　
　
０
２
４
―
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３
２
―
１
４
２
４�

�

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年

度
の
町
立
鏡
石
幼
稚
園
、
成
田
幼
稚

園
の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
。
併
せ
て
、
鏡
石
幼
稚
園
預

か
り
保
育
の
園
児
を
募
集
い
た
し
ま

す
。�

◎
募
集
人
数
（
４
・
５
歳
児
）�

　
・
鏡
石
幼
稚
園
　
１
２
０
名�

　
・
成
田
幼
稚
園
　
　
60
名�

◎
入
園
資
格�

　
・
４
歳
児
（
平
成
14
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
の
幼
児
）�

　
・
５
歳
児
（
平
成
13
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
の
幼
児
）�

◎
入
園
料
　
　
　
２，
０
０
０
円�

◎
保
育
料
　
月
額
４，
０
０
０
円�

◎
そ
の
他�

　
入
園
後
は
、
保
育
料
の
ほ
か
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
等
が
か
か
り
ま
す
。�

◎
預
か
り
保
育�

　
鏡
石
幼
稚
園
で
は
、
入
園
し
て
い

る
園
児
に
つ
い
て
、
両
親
と
も
に
職

業
を
持
つ
な
ど
、
家
庭
保
育
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
預
か

り
保
育
を
実
施
い
た
し
ま
す
。�

◎
預
か
り
保
育
料
　
１
１，
０
０
０
円�

（
保
育
料
と
は
別
に
か
か
り
ま
す
。
）�

◎
応
募
方
法�

　
町
教
育
委
員
会
教
育
課
（
町
公
民

館
内
）
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

町
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
の
際
は
、
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
電
子
申
請
で
も
申
請
を
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。�

◎
受
付
期
間�

　
11
月
20
日
（
月
）
か
ら
12
月
８
日

（
金
）
ま
で�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
教
育
委
員
会
教
育
課�
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―
３
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９�

　
今
ま
で
誕
生
月
に
提
出
し
て
い
た

現
況
届
が
、
12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
不
要
と
な
り
ま
す
。�

　
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方
に
は
、

誕
生
月
に
不
要
と
な
る
通
知
が
社
会

保
険
庁
か
ら
届
き
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
所
得
状
況
の
確
認
が
必

要
な
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
今
ま
で
と
同
じ
く
現
況
届
を
町

税
務
町
民
課
窓
口
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先
　�

　
町
税
務
町
民
課�
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平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
か
ら
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
に
伴
い
家
事
消
費
等
の
計

算
の
目
安
と
し
て
い
た
「
保
有
米

の
10�
　
当
た
り
の
単
価
」
と
「
自

家
用
畑
の
10
　
当
た
り
の
収
入
金
額
」

も
廃
止
さ
れ
ま
す
。�

　
収
支
計
算
を
行
う
た
め
に
は
、

収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
分
か
る

書
類
（
出
荷
伝
票
、
納
品
書
、
請

求
書
、
領
収
書
な
ど
）
か
ら
日
々

の
取
引
の
記
録
（
帳
簿
）
を
し
、

科
目
ご
と
に
１
年
間
の
集
計
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
１
年
分
の
領
収
書
な
ど
の
書
類

は
、
こ
ま
め
に
整
理
と
記
帳
を
行

い
ス
ム
ー
ズ
に
収
支
計
算
が
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先
　�

　
須
賀
川
税
務
署�

　
　
　
　
　
　
75
―
２
２
０
５�

�

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
に
空
き
が
で

き
た
た
め
１
月
か
ら
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。�

◇
募
集
期
間�

　
11
月
30
日
（
木
）
ま
で�

◎
戸
数
　
境
団
地
２
戸�

（
内
１
戸
は
障
害
者
、
高
齢
者
向
け
）�

◎
入
居
申
込
資
格
者
（
　
か
ら
　
ま

で
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
）�

　
同
居
親
族
が
い
る
方�

　
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
（
持
ち
家
で
な
い
こ

と
、
親
と
同
居
は
持
ち
家
と
な
り
ま

す
。）�

　
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
方�

　
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方�

　
月
々
の
収
入
が
20
万
円
を
超
え
な

い
方
。
（
※
障
害
者
等
の
家
庭
は
、

26
万
８
千
円
。
）�

※
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以

上
の
方
、
障
害
者
認
定
１
級
か
ら
４

級
ま
で
の
方
、
生
活
保
護
被
保
護
者
、

海
外
引
揚
者
の
い
ず
れ
か
で
　
〜
　

の
条
件
を
満
た
す
方
。�

◎
申
込
み
方
法
・
場
所�

　
町
指
定
の
入
居
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
、
必

要
書
類
（
所
得
証
明
等
）
を
添
付
し
、

町
役
場
総
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

◎
選
考
方
法�

　
申
込
者
の
現
状
を
確
認
し
、
選
考

委
員
会
の
審
議
を
経
て
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。
入
居
す
る
際
は
、
町
内

在
住
２
名
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と

な
り
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
役
場
総
務
課�
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新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。�きっぷは鏡石駅で�税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長�

浴室�

押
入�

押
入�

押
入�

押
入�

洗面所�

浴室� 洗面所�

台所� 玄関�

台所� 玄関�

居間�

居間� 洋室�

和室6畳�

和室6畳�

和室6畳�

和室6畳�

廊下�

廊下�

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ�

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ�

　
建
築
確
認
申
請
と
は
、
建
築
物

を
建
築
し
よ
う
と
す
る
前
に
、
そ

の
計
画
が
建
築
基
準
法
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
申
請
書

に
て
福
島
県
な
ど
の
審
査
機
関
に

確
認
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
申
請

に
よ
り
交
付
さ
れ
る
確
認
済
証
が

な
け
れ
ば
当
該
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

　
建
築
基
準
法
の
他
に
も
地
域
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
法
律
や
条
令

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
違
反
建
築
物

の
場
合
、
取
り
壊
し
命
令
な
ど
の

措
置
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
工
事
終
了
後
、
当
該
確
認
申
請�

ど
お
り
に
当
該
工
事
が
行
わ
れ
た

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
必
ず
工

事
完
了
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

◎
問
い
合
せ
先�

　
町
都
市
建
設
課�
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建
物
を
建
て
る
と
き
に
は
�

建
築
確
認
申
請
を
忘
れ
ず
に
�

　
家
庭
内
や
近
所
間
の
も
め
ご
と

や
悩
み
ご
と
、
い
じ
め
や
体
罰
の

問
題
な
ど
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。�

日
時
　
平
成
18
年
12
月
３
日（
日
）�

場
所
　
鏡
石
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

問
い
合
わ
せ
先�

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局�

　
０
２
４
８
―
２
２
―
１
２
０
１�

�

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
�

第
　
回
人
権
週
間
�

58

10

戸籍の窓�

（18. 9. 30 現在）�

火　災 � 12件　�（６）�

救　急 � 388件�（388）�

（　）は前年同期の件数�

「消さないで　あなたの心の　注意の火」�

（全国統一防火標語）�

町県民税（3期）�
国民健康保険税（5期）�
上下水道使用料（8・9月分）�
の納入期限は10月31日（火）です。�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（18. 10. 1 現在）�

12,738人 �（＋４）�

6,201 人 �（＋４）�

6,537 人 �（±０）�

3,921 世帯 �（＋７）�

（　）�は前月との比較�

（18. 9. 30 現在）�

件　数 � 55件 �（74）�

死　者 �０人 �（２）�

傷　者 � 79人 �（96）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　413日～�

地区 � 赤ちゃん � お父さん � お母さん�

地区 � 花むこさん � 花よめさん�

地区 � 氏　名 � 年齢�

お　い　わ　い�

古紙�100％再生紙�11

か　な　し　み�

よ　ろ　こ　び�

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�

自
衛
官
・
自
衛
隊
生
徒
募
集
�

町
立
鏡
石
・
成
田
幼
稚
園
�

園
児
募
集
�

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

年
金
現
況
届
が
変
わ
り
ま
す
�

農
業
所
得
簡
易
計
算
が
�

廃
止
に
な
り
ま
す
�

－９月受付分－�

鏡石１�

鏡石３�

鏡石４�

成　田�

鏡石３�

鏡　田�

久来石�

笠　石�

　〃�

鏡石１�

89�

78�

72�

86

裕　樹�

喜　宏�

恵一郎�

伸　二�

絵理子�

庸　子�

優　子�

政　江�

樽 川 理 菜 �

橋 本 孝 喜 �

大河原麗瑠�

圓 谷 伸 稀 �

有 我 　 弘 �

山 田 一 史 �

鈴 木 サ ヨ �

幸 田 與 治 �

熊 田 二 郎 �

伊 藤 　 正 �

 り　　な�

こう　き�

 う　る�

のぶ　き�

この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください�

日本司法支援センター福島地方事務所�
　050－3383－5540

　日本司法支援センター「法テラス」は、法的トラブ
ルを解決するための情報やサービスを全国どこでも
受けられるよう、全国50ヵ所以上の事務所を置き、
10月より以下の業務を開始します。�
　法的トラブルを解決するのにどのような方法があ
るのかわからない、どこに相談すればよいのかわから
ない、といったときは、法テラスコールセンターまで
お気軽にお電話ください。�

○情報提供�
�

○民事法律扶助�
�

○司法過疎対策�
�
�

○犯罪被害者支援�
�

○国選弁護関連業務�

法的トラブルの解決に役立つ情
報の無料提供�

資力の乏しい方のための無料相
談や裁判費用などの立替え�

弁護士がいないなど法律サービス
を受けることが難しい地域での適
切な料金での法律サービスの提供�

被害者支援に詳しい弁護士や支援
団体などに関する情報の無料提供�

国選弁護人を確保し、捜査から裁判
まで一貫した国選弁護体制の整備�

日本司法支援センター�
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鏡石中学校男子駅伝
県大会初優勝
鏡石中学校男子駅伝
県大会初優勝
全国大会に乗り込む9人の選手たち

～Road to YAMAGUCHI～

　
第
49
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
駅
伝
大
会
が
10
月
５
日（
木
）、

南
相
馬
市
原
町
区
の
馬
事
公
苑

を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
６
区
間
18
　
、
県
内
の
各
地

区
を
勝
ち
抜
い
た
24
チ
ー
ム
で

争
わ
れ
た
大
会
で
し
た
。
序
盤

こ
そ
リ
ー
ド
を
許
し
ま
し
た
が
、

最
終
６
区
を
走
る
角
田
一
剛
さ

ん
（
仁
井
田
）
の
区
間
賞
の
走

り
に
よ
り
、
12
月
15
日
に
山
口

県
に
て
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
９
人
の
選
手
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

劇
的
な
逆
転
勝
利
!!

目
標
は
上
位
入
賞

　
男
子
は
初
出
場
と
な
る
が
、

女
子
の
全
国
大
会
の
経
験

も
あ
る
。今
ま
で
ど
お
り
の

び
の
び
と
頑
張
り
た
い
。全

国
大
会
で
は
８
位
入
賞
を

目
標
と
し
た
い
。

　
一
つ
で
も
順
位
を
上
げ
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
の
練
習
を
集
中
し
て

頑
張
り
た
い
。

（3年）
斎藤　一樹さん

　
上
位
の
選
手
と
勝
負
で
き
る
よ

う
に
一
日
一
日
の
練
習
を
頑
張
り

た
い
。

（3年）
佐藤　優彰さん

　
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
出
し

切
り
、
全
国
大
会
で
は
悔
い
の
な

い
走
り
を
し
た
い
。

　
絶
対
に
区
間
賞
を
取
り
、
チ
ー

ム
と
し
て
は
優
勝
し
た
い
。

（2年）
鈴木　勇真さん

　
チ
ー
ム
の
力
と
な
れ
る
よ
う
全

国
で
は
上
位
に
食
い
込
め
る
よ
う

に
集
中
し
て
練
習
に
取
組
み
た
い
。

（3年）
西村　大輝さん

　
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
精
一
杯
頑

張
り
た
い
。

（2年）
西勝　拓也さん

　
選
手
に
選
ば
れ
る
よ
う
残
り
の

練
習
を
頑
張
り
、
最
高
の
走
り
を

し
た
い
。

（2年）
室田　定政さん

　
県
大
会
以
上
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
自
分
の
最
高
の
走
り
を
し
て

入
賞
し
た
い
。

（3年）
角田　一剛さん

　
上
位
入
賞
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
ベ
ス
ト
の
走
り
を
し
た
い
。

（3年）
鈴木　悠太さん

近
藤
仁
一
監
督
の
コ
メ
ン
ト

キャプテン

（3年）
堀金　悠太さん

県大会優勝を喜ぶ選手たち

Administrator
長方形
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